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彙
（
懐
徳
堂
記
念
會
）

0
田
中
裕
理
事
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
退
任

0
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
大
阪
大
學
文
學
部
長
梅
深
昇
氏
理
事
就
任

〇
評
議
員
寺
尾
威
夫
氏
昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十
五
日
逝
去
。
謹
ん
で

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

0
秋
季
講
座
昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
一
日
（
月
）
よ
り
二
十
六
日

（
土
）
ま
で
、
本
會
及
び
大
阪
大
學
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、

大
阪
大
學
松
下
會
館
四
階
講
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時

ま
で
、
第
四
十
九
回
慨
徳
堂
講
座
開
催
。
聴
講
者
延
三
百
十
七
人
。

演
題
と
諧
師

近

松

の

時

代

大

阪

市

立

大

學

敦

授

ー
俯
記
を
中
心
と
し
て
|
ー

古
浄
瑠
璃
か
ら
近
松
へ
徳
島
文
理
大
敦
授

近

松

嘗

時

の

人

形

た

ち

大

阪

大

學

敦

授

近

松

の

世

話

物

大

阪

敦

育

大

學

敦

授

ー
晩
年
の
作
品
を
中
心
と
し
て
1

近

松

の

時

代

物

帝

塚

山

學

院

大

學

敦

授

ー
國
性
爺
合
戦
を
中
心
と
し
て
1

近

松

物

と

現

代

羽

衣

學

園

短

大

敦

授

報

吉

永

向

井
角

田
信

多

横

山

孝
雄
氏

芳
樹
氏

一
郎
氏

純
一
氏

正
氏

森

修
氏

大
阪
外
大
敦
授

阪
大
名
巻
敦
授

大
阪
市
大
敦
授

本木辻

田村本

0
記
念
祭
典
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
十
五
日
（
金
）
東
属
北
濱
三
丁
目

本
會
盆
適
絡
内
）
に
於
て
、
午
後
一
時
四
十
分
よ
り
大
阪
大
學
数
授
田
中

健
二
氏
の
「
學
問
と
い
う
言
葉
の
意
味
」
と
題
す
る
記
念
講
演
後
、
二
時

五
十
分
よ
り
祭
典
執
行
、
三
時
半
終
了
。
（
祭
典
が
講
演
後
に
な
っ
た
の

は
、
理
事
長
の
都
合
に
よ
る
）

〇
講
師
阪
倉
篤
太
郎
氏
昭
和
五
十
年
三
月
八
日
逝
去
。
先
生
は
長
年
國

文
を
講
義
さ
れ
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

0
幹
事
岡
野
廉
平
氏
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
退
任
。

氏
は
大
正
十
一
年
會
計
幹
事
と
し
て
就
任
以
来
、
五
十
四
年
間
の
長
き

に
亘
っ
て
、
本
會
の
事
業
に
封
し
、
大
愛
盛
力
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
の

戦
争
戦
後
に
か
け
て
、
本
會
の
事
業
で
あ
る
講
義
、
講
演
も
不
能
な
苦

雖
時
代
を
、
東
奔
西
走
、
非
常
な
努
力
に
よ
っ
て
切
抜
け
、
殆
ど
戦
前

と
愛
ら
ぬ
ほ
ど
に
立
直
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
功
績
は
質
に
大
で
あ

る
。
今
日
氏
の
退
任
は
、
本
會
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
痛
手
で
あ
る
。

0
時
野
谷
勝
事
業
連
菅
委
員
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
退
任
。

〇
梅
漢
昇
氏
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
事
業
運
菅
委
員
就
任
。

0
巻
李
諧
座
昭
和
五
十
年
五
月
十
九
日
（
月
）
よ
り
二
十
四
日
（
土
）

ま
で
、
本
會
及
び
大
阪
大
學
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
大
阪

大
學
松
下
會
館
四
階
講
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、

第
五
十
回
懐
徳
堂
講
座
開
催
、
聰
講
者
延
四
百
四
十
七
人
。

演
題
と
講
師

韻
書
と
反
切
の
系
譜

中
國
の
思
想
革
命

衷
随
園
の
哲
學

春
彦
氏

英
一
氏

演
氏

五
〇



棄

報

懐
徳
堂
記
念
扇
子
目
録

（
昭
和
四
十
一
年
以
降
）

昭
和
四
十
九
年
十
月
中
井
竹
山
先
生
墨
迩

（
誰
分
馬
疇
目
小
草
得
佳
名
歳
々
氷
霜
底

同
五
十
年
十
月
中
井
履
軒
先
生
墨
迩

（
問
餘
何
意
栖
碧
山
笑
而
不
答
心
自
閑

天
地
非
人
間
）（

堂
友
會
記
事
）

懐
得
四
十
四
琥
恒
祭
に
登
行

十
一
月
十
日
、
近
江
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
湖
北
の
己
高
山
文
化
圏
で
あ
る
雛

足
寺
石
道
寺
及
渡
岸
寺
の
観
音
様
な
ど
の
諸
彫
像
を
滋
賀
女
子
短
大
敦

授
宇
野
茂
樹
先
生
の
指
尊
で
見
學
し
た
。
就
中
渡
岸
寺
の
観
音
様
や
石

道
寺
の
観
音
様
叉
己
高
閣
観
音
像
や
十
二
肺
将
立
像
な
ど
重
文
諸
像
は

印
象
深
く
観
賞
し
た
。

十
一
月
十
五
日
、
記
念
會
恒
祭
と
適
塾
で
行
わ
れ
堂
友
會
員
参
列
し
た
。

五
月
二
十
四
日
岡
野
廉
平
氏
よ
り
金
賦
萬
闘
の
寄
附
を
受
く
。

六
月
一
日
圃
城
寺
の
見
學
會
を
開
く
、
参
加
者
四
十
敷
名
會
員
越
崎
氏

桃
花
流
水
杏
然
去

聖

撼

太

子

と

梁

の

武

帝

京

都

藝

大

學

長

ー
ー
瞬
さ
れ
た
十
字
架
以
後
—
_

中
國
古
代
の
農
事
詩

多
肺
敦
の
世
界
観

ー
中
國
と
日
本

I

開
花
應
夏
正
）

京
大
数
授

阪
大
名
春
敦
授

森消

水＝ 

別
有

茂
氏

一
郎
氏

梅

原

猛

氏

五

虞
用
の
都
合
で
取
手
市
よ
り
参
加
さ
れ
た
。

七
月
十
二
、
三
日
夏
季
見
學
會
を
開
き
、
宇
野
茂
樹
先
生
指
尊
に
よ
り

常
築
寺
、
長
壽
寺
、
油
日
肺
祉
に
な
ど
を
見
學
し
た
。

先
づ
十
二
日
草
津
騨
前
か
ら
バ
ス
で
常
築
寺
に
到
着
、
重
文
の
廿
八

部
衆
や
國
賓
の
本
堂
及
瓦
銘
の
あ
る
三
重
塔
を
見
、
且
つ
塔
内
部
の
呉

言
八
祖
の
板
組
な
ど
見
て
休
憩
、
次
に
長
壽
寺
を
訪
づ
れ
て
本
堂
や
白

山
帥
祉
や
阿
蒲
陀
堂
の
堂
々
た
る
阿
弱
陀
如
来
坐
像
膝
原
重
文
な
ど
を

見
學
し
て
寺
祉
の
六
角
堂
を
車
中
に
見
て
甲
賀
の
忍
者
屋
敷
を
見
た
。

し
か
し
幾
分
噂
程
で
は
な
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
油
日
軸
耽
に
到

着
、
少
憩
の
後
帥
祉
に
参
拝
、
帥
祉
の
由
緒
や
板
額
な
ど
の
説
明
を
き

き
、
後
瀬
古
宮
司
よ
り
田
作
幅
大
夫
帥
之
面
や
す
ず
い
子
人
形
な
ど
の

面
白
い
話
を
き
き
、
夏
夜
を
木
の
香
匂
ふ
部
屋
で
一
夜
と
明
か
し
て
か

ら
、
十
三
日
に
は
様
野
寺
で
大
悲
閣
内
の
彫
像
に
つ
き
、
そ
の
技
法
な

ど
個
々
に
つ
き
説
明
を
き
く
。
終
っ
て
大
烏
肺
祉
で
建
築
美
を
見
學
し

て
か
ら
栗
東
・
和
中
散
本
舗
に
至
り
、
そ
の
江
戸
時
代
の
製
葉
の
工
程

な
ど
を
見
學
し
て
、
一
應
夏
季
見
學
會
を
終
っ
て
解
散
し
た
。
八
月
十

八
日
よ
り
六
日
間
夏
季
論
語
講
韻
會
を
茶
隠
山
道
場
で
開
催
、
講
師
は

大
阪
大
學
名
春
敦
授
木
村
英
一
先
生
で
あ
る
。

新
入
會
員

吉
田
睦
子
、
作
川
昌
子
、
堀
動
、
根
本
よ
し
ゑ
、
小
畠
消
、
末

中
哲
夫
、
田
中
利
明
、
中
村
千
恵
子
、
中
山
光
春
、
武
田
秀
夫
、
刀
稲

静
江
諸
氏




